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1. 授業の概要（ねらい）
労働基準法及び労働契約法の基礎知識（労働法Ⅰ）を前提として、労働現場において生じるあらゆる労働問題について
検討します。
＊「労働法Ⅰ」を履修していることが望ましいですが、必要な知識については、講義内で説明しながら進めますので、「労働
法Ⅰ」の履修は必須ではありません。

2. 授業の到達目標
労働現場で生じる問題について、具体的な事例に触れながら、法律や労働契約に従って解決する能力を身につけることを
目標とします。

3. 成績評価の方法および基準
期末試験の成績が９０％、授業中の発言等平常点（１０％）を考慮します。
出席回数は成績評価に反映させませんが、第１３回の授業までに欠席が５回ある場合は、期末試験の受験資格はありま
せん。ただし、公欠（部活動等）、冠婚葬祭による欠席、入院等の病欠（証明書要）、就職活動に伴う欠席（来社証明書等）
については、出席扱いにしますので、欠席した回の直後に出席した際、速やかに教員に申し出てください（授業終了後に受
け付けます。）。

4. 教科書・参考文献
教科書
後藤邦春　労働法講義
参考文献
後藤邦春　問答式法律相談（労働法編）

5. 準備学修の内容
テレビ、新聞等のニュースで、労働関係の問題があったら意識しておいてください。授業において触れることがあります。
その他関心のある問題等がありましたら、授業終了後にお伝えください。有意義な題材については授業で取り扱うことがあ
るかもしれません。

6. その他履修上の注意事項
履修者は、このシラバスを読んでいるものとみなします。
出席回数の取り扱いや期末試験の受験資格についてはよく確認しておいてください。
授業中、食事は禁止します（飲み物はＯＫ）。他の履修者に迷惑となりますので、私語は慎んでください。履修態度につい
て、注意をしても改めない場合は、途中で退席させることがあります。このような退席は欠席とみなします。

7. 授業内容
【第１回】 ガイダンス
【第２回】 ブラック企業の問題（映像視聴）
【第３回】 ブラック企業の問題（映像視聴続きと概要解説）
【第４回】 未払賃金〜残業〜（判例・裁判例）
【第５回】 パワー・ハラスメント①（パワハラ防止法の解説）
【第６回】 パワー・ハラスメント②（判例・裁判例）
【第７回】 セクシュアル・ハラスメント（判例・裁判例）
【第８回】 職場におけるメンタルヘルス問題（映像視聴）
【第９回】 職場におけるメンタルヘルス問題（判例・裁判例）
【第10回】 非正規雇用〜無期転換ルール〜
【第11回】 服務規律・懲戒事案（判例・裁判例）
【第12回】 労働組合とは
【第13回】 争議行為（判例・裁判例）
【第14回】 不当労働行為（判例・裁判例）
【第15回】 総括及び期末試験


